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集積系から CdSeを合成できる有望な細菌株として Pseudomonas sp. strain RB (以下、RB株) を分離している。 
（３）RB 株による CdSe ナノ粒子の合成を効率的に行うための基礎的な知見を得るため、RB 株の炭素源資化特性と
増殖特性を明らかにし、本菌株が比較的広範な温度、ｐＨ、塩分濃度条件で利用可能であることを明らかにしてい




（４）RB 株による CdSe ナノ粒子合成の効率化を図るため、CdSe ナノ粒子合成に与える影響を種々の培養条件下で
調べ、25–30℃、NaCl 0.05–10 g/L、pH 7.0が CdSeナノ粒子の合成のための至適条件であり、また純度を高めるた
めには、pH を中性域に保ちながら培養するとともに、粒子の回収を培養開始 48 時間後までに行うことが重要であ
ることを明らかにしている。また、培養液から粒子を回収した後、サイズ選択的光エッチングを施すことで、蛍光
を発する実用的な CdSe量子ドットが得られることを実証している。 
以上のように、本論文は環境・エネルギー工学、特に低コスト・低環境負荷型の物質生産システム構築の発展に大
いに寄与するものといえる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
